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概 要

段ボールの原紙においては古紙利用率が９２％程度にも達している。したがって、段ボールは紙の原料

である木材の消費を最小限に抑えることができ、またリサイクルシステムも出来上っているので、梱包

材をオール段ボール製にすることが望まれる。本研究は、製品に適した高耐衝撃性を持ち、かつ低容積

のオール段ボール製梱包箱（段ボール製緩衝材の設計も含む）を短納期で設計できるシステムづくりを

行うことを目的とする。

【来場者へのメッセージ】

本研究は、製品単位重量当たりの輸送エネルギーが削減されて地球環境保全に貢献できるものでありま

す。鳥取県の経済活性化のために、県内の段ボール関係企業との共同研究を希望します。
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